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１ 動機 

 本研究を始めた動機は、３、４年生の時にストローと綿棒を使い吹き矢を遠くへ飛ばす方法を調

べたことから、今年は、今までの研究を活かして吹き矢を正確に的の中心へ当てる方法を知りたい

と思い調べることとした。 
２ 実験のやり方 

 （１）ストローの長さは「30㎝」にして、ストローの太さを変える。 

   （細：６㎜・中：８㎜・太：12㎜） 

 （２）綿棒はストローの奥に入れる。 

 （３）綿棒の綿の太さを変える。（大：6.2㎜・中：4.8㎜・小：3.1㎜） 

 （４）的までの距離を固定し、高さ1.5ｍの的に当てる。 

 （５）的に命中しやすい発射台の角度を実験ごとに調べる。 

 （６）中心から矢が当たった距離を調べる。 

３ 実験のルール 

 （１）空気の量（矢の勢い）が同じになるように空気入れを使用し矢を飛ばす。 

 （２）吹き矢を５回飛ばして、的の中心からの距離の平均を調べる。 

 （３）的の当たる角度は、５回中３回的に当たりその３回のうち中心から７㎝以内に当たった角

度とする。 

４ 実験 

 （１）実験①  ＜図１＞ 

    条件 ・発射台の位置は的から５ｍの所にし、高さ1.5ｍの

的に当てる。 

    結果 ・ストローの太さ「細」、綿棒の太さ「小」では、発

射の角度を変えても左右にぶれてしまい的に1回も

当たらなかった。 

 （２）実験②  ＜図２＞ 

    条件 ・実験①の条件を変え発射台の位置を５ｍから３ｍに

移動し、高さ1.5ｍの的に当てる。 

    結果 ・＜表１参照＞ 

       ・ストローの穴と綿の太さのすき間が５㎜以下だと的

の中心までの距離が15㎝以内の所に当たった。 

       ・ストローの太さ「細」、綿棒の太さ「小」「中」の

組み合わせは角度が低く（矢のスピードが速い）命

中しやすい。 

    ※４年生の時の実験から角度が小さければ矢のスピードが速

いことが分かった。＜図３＞ 

     Ａ 矢はスピードが速いと直線で飛ぶ。 
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     Ｂ 矢はスピードが遅ければ山なりに飛ぶ。 

 （３）疑問① なぜ実験②でストローと綿棒の太さの違いで命中

しやすいものと命中しにくいものがあるのだろう

か。＜図４＞ 

    分かったこと 

     Ｃ すき間が少なく綿棒に矢の中の空気の量が多く当た

る。 

     Ｄ すき間が多く綿棒に矢の空気の量があまり当たらない。 

 

 （４）疑問② 実験②では、綿棒の両側（前と後ろ）に綿を付けた状態で飛ばしたが、綿棒の綿

を「前のみ」「後ろのみ」にして飛ばしたらもっと命中しやすくなるのだろうか。 

 （５）実験③  

    条件 ・実験②と同じとする。綿棒の綿を片方のみ取り除き「前のみ」「後ろのみ」とし、

命中率を調べる。 

    結果 ・＜表１参照＞ 

       ・綿棒の綿「後ろのみ」の時は、綿棒の太さ「中」「大」の太さが的の中心近くに

当たっている。 

       ・ストローの太さが「太」の時、綿棒の太さ「大」が的の中心に近い。 

       ・綿棒の綿を片方のみ取り除くと、バランスが悪くなり飛んでいる時に矢が回転し

ていた。 

 （６）疑問③ 成績の良かった上位5位までを見ると綿棒の綿「後ろのみ」２個、「前のみ」２

個があった。 

        矢の形を変えて実験したらどのようになるのか。 

 （７）実験④ 

    条件 ・実験②と同じとする。綿棒の太さ「太」に糸を巻き付けて、形を変えて飛ばして

実験する。＜図５＞ 

 

 

 

 

 

 

    結果 ・＜表２参照＞ 

       ・糸を巻き付けた方が命中しやすかった。 

       ・５回飛ばしたが、的の中心からのズレは少なかった。 

５ 結果とまとめ 

 ストローと綿棒のすき間が少ない方が矢の中の空気が綿棒に多く当たり、矢のスピードが速くな

るため、矢が真っすぐ飛び、的に命中した。最後に綿棒に糸を巻いたところ、矢が重くなり的の中

心に近づいた。矢の飛び方をビデオ撮影したが、矢の入れ方によって飛び方が違うことが分かった。 
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・実験②③の結果の表 ＜表１参照＞ 
ストローの

太さ 

綿棒の 

太さ 

綿棒 

の綿 

吹き矢の 

角度 

的からの距離 

５回の平均 
最低 最高 

ストローの 

太さ 

綿棒の 

太さ 

ストローと綿棒の 

太さの差 
結果 

太い 大 後 ３６° 6.8 2.0 15.0 12.0 6.2 5.8 1 

細い 小 前 ３１° 8.4 4.0 15.0 6.0 3.1 2.9 2 

細い 中 両方 ２５° 8.5 4.0 11.5 6.0 4.8 1.2 3 

中 大 前 ２９° 11.1 6.5 22.0 8.0 6.2 1.8 4 

中 中 後 ３４° 11.1 3.0 23.0 8.0 4.8 3.2 4 

細い 中 前 ２９° 11.2 7.5 15.0 6.0 4.8 1.2 6 

細い 小 両方 ２７° 11.5 8.5 15.5 6.0 3.1 2.9 7 

太い 中 前 ５０° 12.0 9.0 18.0 12.0 4.8 7.2 8 

中 中 両方 ３４° 12.4 4.5 21.0 8.0 4.8 3.2 9 

中 大 両方 ２７° 12.8 9.5 21.5 8.0 6.2 1.8 10 

中 大 後 ２６° 13.4 1.5 24.0 8.0 6.2 1.8 11 

太い 大 前 ３６° 14.0 8.0 21.0 12.0 6.2 5.8 12 

中 小 両方 ３７° 14.2 10.0 19.5 8.0 3.1 4.9 13 

中 中 前 ３４° 15.1 4.5 25.0 8.0 4.8 3.2 14 

太い 大 両方 ３３° 16.2 7.0 42.0 12.0 6.2 5.8 15 

中 小 前 ４７° 23.6 6.0 33.0 8.0 3.1 4.9 16 

太い 中 両方 ４２° 25.2 7.5 45.5  12.0 4.8 7.2 17 

細い 中 後 ２６° 27.7 14.5 44.0 6.0 4.8 1.2 18 

中 小 後 ３７° 27.7 21.5 34.0 8.0 3.1 4.9 18 

細い 小 後 ３１° 30.4 18.5 47.5 6.0  3.1 2.9 20 

太い 中 後 ４６° 93.9 6.0 200.0 12.0 4.8 7.2 21 

太い 小 両方 的まで綿棒が届かなかったので測定不可 12.0 3.1 8.9 － 

太い 小 前 的まで綿棒が届かなかったので測定不可 12.0 3.1 8.9 － 

太い 小 後 的まで綿棒が届かなかったので測定不可 12.0 3.1 8.9 － 

細い 大 両方 ストローに綿棒が入らないので測定不可 6.0 6.2 -0.2 － 

細い 大 前 ストローに綿棒が入らないので測定不可 6.0 6.2 -0.2 － 

細い 大 後 ストローに綿棒が入らないので測定不可 6.0 6.2 -0.2 － 

 

 

・実験④の結果の表 ＜表２参照＞ 

矢の 

向き 

吹き矢

の角度 
1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 平均 最低 最高 

前 ２９° 2.5 4.0 15.5 7.0 2.0 6.2 15.5 2.0 

後ろ ２９° 8.0 9.0 12.5 4.0 15.0 9.7 15.0 4.0 

 

 


